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   Ａ６１Ｋ  31/472    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 217/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  31/472   　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月8日(2014.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者における、ＫＣＮＱ２／３、ＫＣＮＱ４、およびＫＣＮＱ５から選択される少なく
とも１つのカリウムイオンチャネルの調節に影響される疾患、障害、または状態を治療ま
たは予防するための組成物であって、該組成物は、化合物Ａ：
【化１１３】

を含み、１日当たり約１０ｍｇ～約２０００ｍｇの量の化合物Ａが患者へ投与されること
を特徴とする、組成物。
【請求項２】
化合物Ａ：
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【化１１４】

。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３２】
　別の実施形態において、本発明は、患者における、ＫＣＮＱ２／３、ＫＣＮＱ４、およ
びＫＣＮＱ５から選択される少なくとも１つのカリウムイオンチャネルの調節に影響され
る疾患、障害、または状態を治療または予防する方法であって、１日当たり約１０ｍｇ～
約２０００ｍｇの量での化合物Ａ：
【化３２】

の、治療または予防を必要とする患者への投与を含む、方法をを提供または考慮する。こ
のような実施形態において、ＫＣＮＱ１は、実質的に影響されない。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　患者における、ＫＣＮＱ２／３、ＫＣＮＱ４、およびＫＣＮＱ５から選択される少なく
とも１つのカリウムイオンチャネルの調節に影響される疾患、障害、または状態を治療ま
たは予防する方法であって、１日当たり約１０ｍｇ～約２０００ｍｇの量で、化合物Ａ：
【化１１３】

を患者へ投与する工程を含む、方法。
（項目２）
化合物Ａ：
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【化１１４】

。
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